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2.研 究のね らい ・目的
この研究は、近代東南アジアの諸地域 において 「われわれの文化」 とい う観念が どのように
形成されたか、また発展 しつつあるかを問う。
今 日 「文化」という概念は、人類史を通 じ時 と場所を異にするあらゆる集団に適用 され る。
われわれは 「縄文文化」、 「江戸町人文化」、 「古代 ローマ文化」、 「ルネ ッサ ンス文化」等
々を、 自明のもの として論 じている。そうした語法が間違いだと言うのではまった くない。 し
か し、あま り意識 されぬが同 じように自明なのは、現在のような 「文化=culture」の用法が
西欧近代に起源 し、古 くとも18世紀末以前には遡 らないことである。 日本では明治以降初めて、
cultureやkulturの訳語 として 「文化」なる語が使われ始める。江戸時代の 日本で使われた
「文化」 という語彙の意味は現在 とはまった く異な り、重なるところがない。 「江戸文化」と
いった概念は、その当の江戸時代の人々にとっては存在 しなかったのである。
もちろん近代以前に もさまざまな人間集団が、別の集団との対比において 「われわれ」意識
をもち、 「われわれの流儀 ・習慣」などについて語 ってきたであろう。単に表現が変わ っただ
けで中身は変わらないという見方 も、可能か も知れない。 しか しわれわれは、近代西欧に生ま
れその後世界中に伝播 した文化 という語 と、この語をもちいて 「われわれ」を語る制度 ととも
に、重要な変化が起き、新 しいものが生まれた と考え る。今 日に至る近代世界の編成は、 この
概念 ・言説制度を近代特有の ものとして生み出 し、また、それに影響されている。 「古代 クメ
ールの文化」等々を論ずるのはもちろん意味のあることである。だがそれ とは別 に、西欧近代
起源の概念 と言説が世界中に流行 し、あ らゆるレベルの政治共同体が文化を語ることによって
目己 と他者を語 り規定 しあっている現状を、近代の世界史の問題 として検討 したいのである。
文化 は外部か ら客観的に発見 され る 「もの」のような ものではな く、集団的自意識、あるいは
集団的であることを主張す る自意識 として、近代の歴史のなかにこそ存在す る。それはまた、
近代世界 における 「地域性」 というものを考える重要な手がか りともなるはずである。
79
東南アジアにおいて、文化の概念はまず西欧の語彙 として、西欧植民者 ・東洋学者の手によ
って普及 した。諸地域にそれぞれ固有の文化なるものを見い出 してい く制度は、植民地支配の
対象である従属的な他者を作 り出すに不可欠の手段であった。同じ概念はまた、外来語 として、
あるいはやがて各地に生 まれ る国語のなかに翻訳 されて、支配 される側の自己規定の言葉 とな
り、ナシ ョナ リズムの言説の核 とな り、 さらには、 さまざまにレベルの異なる顕在的 ・潜在的
な政治共同体が 自己を作 り出すに欠かせない もの となっていった。文化 という概念 と言説の起
源 ・歴史的展開と現状 の研究を通 じ、東南アジアの近代が西欧起源の普遍的制度 にどう反応 し、
外 に対する内であるはずの自己を、また さまざまに区別される国や地域 を、いかに想像 し作 り
だ しているかを検討す るのが、われわれの目的である。それはまた、文化の研究 と歴史の研究
に橋をかける試みで もある。あらか じめ存在する独立変数 としての文化を もって歴史を説明す
る見方をわれわれは とらない。他方、文化が政治 ・経済等々と区別 された独 自の領域、それの




3.平 成6年 度 の研究経過
文化の言説は、 日常口語の世界からではな く、文字 ・出版を媒介に して発展 した ものだか ら、
文書資料が研究の主要 な材料 となる。ただ しその文書を、それが流布 し意味を帯びる社会的コ
ンテキス トのなかで理解す るため、地域社会の実地調査 も必要である。昨年度、清水展が研究
代表者 となって組織 した同 じテーマの研究班では、先行研究や各人の手持 ち資料による議論が
中心 だったので、今年度は現地調査 と新たな資料の収集に重点をおき、ジャワ(関 本)、 サラ
ワク(内 堀)、 ル ソン(清水)の3地 域で資料の収集 と検討をおこな うことが出来た。資料 と
して注 目したのは、1)市 井 に流布 してきた新聞 ・雑誌その他の印刷物、2)各 地域で、広義
の 「文化財」として保存や振興の対象 とな った り、 「文化的商品」となっている事物、3)ナ
ショナ リス ト知識層が 「われわれの文化」を論 じた諸刊行物、4)教 育 ・文化 ・観光等に関わ
る政府文書などである。文化概念の発展 ・普及は西欧からの借用に始まるものだか ら、現在諸






第2回 研究会:12月22日(土屋班 「外文明と内世界」 と共催)
7月に関本が土屋班の研究会に参加 した際の議論か ら、合同の研究会をもつ ことになった。
まず土屋班か ら弘末雅士氏が 「近世北 スマ トラの内世界の形成」について報告 した。報告 は、
16-17世紀のスマ トラにおいて港市が興隆 し、マ レー、アチェーなどの社会が形成され る過程が、
内陸後背地 に、ガ ヨ、バ タック、 ミナ ンカバウその他の諸社会を分立 ・結晶 させてい く過程で
もあった ことを指摘 した。そ して、交易やイスラムの伝播にたずさわる南イ ン ド出身者、いわ
ゆるクリンが、メスティソ的な存在 としてバ タック社会の形成の触媒 となっていったことを、
史料か ら明 らかに した。氏の報告は、現在地図上に分布 している諸民族社会、 とりわけ古いも
のの残存 とみなされが ちな内陸諸社会が、広い地域に形成 される新 しい関係のなかから生 まれ
変化す ることを示唆す る点で、近代の東南アジアにおける民族性やエスニ シテ ィーの研究 にも
寄与するものだ った。
ついで、内堀基光氏は、 「野蛮文化闘争:イ バ ンの逆襲」 と題 し、マ レーシアの国民文化が
マ レー人 中心主義のベ ク トルを もって形成 されることへの反応 として、イバ ン民族文化の主張
や制度化が 目立ってきているサラワクの現状を報告 した。取 り上げられた重要 な一例に、イバ
ンの 日常的慣習である 「夜這い」ngayapがある。この習慣を野蛮と後進性の象徴 として非難
するあるマ レー人の投書が、半島部の新聞に掲載 された。これに対 しイバ ンの知識層は、サ ラ
ワクのイバ ン社会の内部で、つまりナシ ョナルな次元 というよ り自分たちのあいだで、激 しく
反論をお こな った。興 味深 いことに、これらの反論はありきたりの慣行 としての 「夜這い」の
現状をそのまま擁護す るというより、求婚をめ ぐる誇るべき伝統文化 として美化 され無菌化 さ
れた 「夜這い」像を作 り出す ものだった。
これをホブズボウム流た 「伝統の創 出」と言 って もよい。ただ しイバ ン社会のなかで こうし
た言説 は言説の次元に止まってお り、近代化とセ ットになった新たな 「伝統」により個々人の
日常生活を否応な しに作 り替えていくような、顕在的な権力作用が働いているわけではない。
む しろ興味深いのは、 中央政府が掲げる統一 ・開発 ・進歩の普遍原理に圧倒 されつつあるイ ン
ドネシァ側ボルネオ(カ リマ ンタン)の ダヤク系諸民族集団に比 し、はるかに強い自律性を保
ちえているサラワクのイバ ンにおいて も、この 「夜這い」の 「文化化」、新たな成文アダ ト法




第3回 研究会は、本研究班の課題と重な り合う仕事を現在進めている2人 のゲス ト・ス ピー
カーを招いておこなわれた。
永渕康之氏は 「バ リのr伝 統』文化 と植民地主義」の題で、植民地支配と西欧の白人の視線
が今 日あるバ リ文化を どのように作 り上げていったかを、報告 した。オランダは20世紀初頭に
バ リを武力制圧する。征服す るオランダにとって、バ リの王たちは非道徳な東洋専制君主 であ
り、妻妾の殉死を ともなう壮大な王の火葬 は野蛮のシンボルだった。征服 したオランダは、バ
リに 「文明に汚 されない」すばらしい文化を見い出し、また作 り出す。バ リ ・ヒン ドゥーの信
仰 と儀礼、バ リ流のいわゆるカース ト・システムは、む しろオランダ支配下に規範化 された形
を整えてい く。かつての 「専制君主」は保護されるべ き伝統文化のシンボルとな り、野蛮のシ
ンボルだった火葬 は、観光客を引きつ けるバ リの一大文化ページェン トに変わ ってい く。1920
年代以降、アメリカや フランスを中心 とする前衛的モダニズム、原始主義、シュール レア リズ
ムなどの流れが、バ リ文化ブームを作 り出す。
永渕氏は、西欧 との暴力的な出会いによって伝統的バ リ文化が姿を変えていったという見方
を批判 し、 「伝統」や 「文化」を客体化 し展示す る政治的権力作用のなかにこそ、す ぐれて近
代の現象 としての文化が姿を現す と見る。 したが ってそれは、お もに西欧の学者 ・芸術家によ
って これまで作 り出されてきたバ リ文化の記述への解体的批判 となり、文化をそれぞれの地域
社会に一貫 して持続す るエ ッセ ンスとみなす 「文化の本質主義(エ ッセ ンシャリズム)」 への
挑戦 となる。永渕氏 自身が報告で指摘 し、議論で も話題 とな った ことだが、西欧が権力的に作
り出した 「バ リ文化の伝統」にバ リ人 自身が どう関わ ってきたのかは、まだ未解明の重要 な問
題である。独立後の今 日のバ リで、西欧人が作 り出した文化像の延長上に、バ リ伝統文化の本
質主義を熱心に語 り、ます ます文化の制度化 ・規範化(プ ラス商業化)を 進めているのが、当
のバ リ人だか らである。それは、オ リエ ンタ リズムが当のオ リエン トの住民のなかにも内面化
されているという、サイ ド自身が説 く事態なのか。それ とも、バ リ島社会内部の階級 ・階層 と
支配の問題 なのか。
永渕氏の提起は、われわれが問題 としている 「東南アジア近代 における文化の 自画像の形成」
が、西欧の作る 「文化の他画像」 といかなる関係にあるのかという問題 を、あらためて突 きつ
けるものだ った。
つ いで足羽與志子氏 は、 「現代社会 とサ ンガ:ア ジアにおける仏教の動向と市民社会」 と題
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して、報告をおこな った。
足羽氏は、みずか ら調査をおこな った中国福建省の度門市、ス リランカ、およびアメ リカ東
海岸諸都市の例に、タイ、ビルマ、ベ トナムの例を くわえ、仏教の トランスナシ ョナルなネ ッ
トワーク化の現状を報告 した。長い歴史を もつ慶門市の南普陀寺院は、1970年代後半の中国経
済開放政策以来、新 しい発展を とげている。 とりわけ顕著なのは宗派を問わない交流の進展 と、
華僑ネ ッ トワークに乗 った国際化である。一方では海外華僑が参拝 ・観光 ・修行のため続々と
厘門を訪れ、また南普陀寺院の僧が、 とくに北米を中心に現地寺院に派遣 されている。 こうし
た トランスナシ ョナルな動きは、アジアの仏教国の多 くに現在見 い出され るものであ り、それ
にともな って仏教 と市民社会の新たな結びつきが発展 しつつ ある。ス リランカや東南ア ジア諸
国では、経済発展、都市中流層の拡大、国境を越える人 ・物 ・情報のフローの拡大により、仏
教サ ンガ と市民 と国家 とのあいだの新たな関係が出来上が りつつある。足羽氏によれば、今 日
の日本仏教はこうした トランスナシ ョナルな動きか らまった く取 り残されている。
永渕氏の報告は、植民地権力により囲い込 まれ客体化 された文化像の形成を問うもので、現
在を規定する過去を歴史的に問題にする。 これに対 し足羽氏の提起は、国民国家、偏狭なナシ
ョナ リズム、 ファクシ ョナ リズムをこえる市民社会が、 トランスナショナルに形成 され る可能
性を、現在か ら未来への展望 として提起するものである。現在は20世紀前半の時代 と異な り、
国民国家やナショナ リズムの限界が露呈 してきている時代で もある。 しか し経済や技術の国境
がた しかに希薄化 しているなかで、世界 は単にボーダー レスの単一世界社会に向けて動いてい
るのか。逆 にボーダー レスの時代だか らこそ、政治と文化の さまざまな次元でボーダー作 りの
動きが進行 しもするのではないか?新 しい トランスナショナルなネッ トワークを 「来たるべ
き市民社会」 と呼ぶ語法は適切な ものか?こ うした点に討論が集中 した。
4.研 究の成果 とフロンテ ィア
関本照夫
今年度は、以前か らお こな っていた科研費による共 同研究の成果として、船曳建夫 との共編
著:によるr国 民文化が生れ る時』(6。 研究業績参照)を 刊行 した。 これは 「生 きられる文化」、
すなわち非意識的に実践されている文化ではな く、さまざまな共 同体によりむ しろ声高に語 ら
れ規範化 され る文化の諸相を、東南アジア ・オセアニアの諸例より検討 した もので、 この班の
研究はそれを受け継 ぎ、事例研究の面でより深め ようとするものである。
昨年度末(平 成5年 度)の ことになるが、関本は 「総合的地域研究」の全体 シンポジウムに
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おいて 「外文明と内世界?:ス リナムの ジャワ人」の題で発表をおこな った。そこでは、南米
ス リナムに19世紀以来移民 してい ったジャワ人の例を引きなが ら、あるがままの文化の内世界
は語 られぬかぎりで存在す るのではないか と提起 した。すなわち、文化がある地域や集 団の属
性 として客体化 して語 られ、文字その他 の複製媒体に乗ったとたんに、対象 としての文化はす
でに凍結 し規範化 したものになって しま うのではないか、 ということで ある。言い換えるなら、
文化は語 られた とたん に生き られ る安定 した現実ではな く、一つのイデー、一つの可能性にす
ぎぬもφとなる。 したが ってさまざまな政治共同体はこれを、行政手段、公教育、そして とり
わけマスメディアを動員 して、観念上固定化 しようとす る。学者が語るさまざ まな文化像 も、
こうした広い意味での権力作用、 「文化の政治」 と無関係ではあ りえない。あるがままに実在
する文化像を求めようとするより、文化をめ ぐり交錯す る権力作用を近代史の問題 として探求
すべ きだ ということである。
さらに8月 より11月は じめまで、この重点領域研究の坪内班メ ンバー山下晋 司氏を代表 とす
る科研費海外調査で、イン ドネシアの中部ジャワに滞在 した。第1の 課題は、 ジャワ更紗(バ
ティック)産 業の社会史的 ・民族誌的調査、第2の 課題は,今 日のイン ドネシアにおける文化
をめ ぐる言説と文化状況を、おもに地方新聞の紙面を通 してさぐることだった。後者の一端は
「イ ン ドネ シアの ドラえ もん と 『民族文化』」の題で発表された。第1の 課題は、ジャワでバ
テ ィック産業が商業的に確立する19世紀末以来の経済史 ・社会史 ・政治史を、今 日までた どろ
うとする作業の発端である。われわれの班のテーマと直接関連するのは、20世紀初頭に、オ ラ
ンダ植民地行政 とソロ ・ジ ョクジャの宮廷 との合作によ り、価値ある存在 としての 「ジャワ文
化」が語 られ るようになって以来、今 日に至 るまで、バティックがどのように 「誇るべ き文化
遺:産」とな ってきたか ということである。
今年度の調査でおもに得 られたのは、バテ ィック産業に直接関わる文献史料やインタビュー
と観察の結果であ り、バティックをめ ぐる文化的語 りについては、各種文書館の史料や植民地
期以来の新聞雑誌等の探索が今後必要である。それで もこれまでに、以下の点が明らかにな っ
た。
1)バ ティックの商業化 と 「質の低下」を憂えるという今 日しきりに聞かれ る言説が1920年
代にすでに現れている。
2)おな じ20年代に、バテ ィック染めの技法を 「西欧人 も真似できないジャワの秘法」 と唱
い上 げる商業広告がソロ市の華人商人によっておこなわれている。
3)今世紀初頭以来、おもに華人やオランダ混血のバティ ック企業家 によ り、工芸的あるい
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はファッションと しての高級文化商品化の道が開かれて きた。
4)ス カルノ時代 には、大統領の民族主義的 レトリックとしてバティック、とりわけ蝋置き
の女性労働がほめそや された。だが、バティックは第一義的には下層民衆の生活必需品と
位置づけられ、 「人民衣料食糧政策」の主要な対象だった。結果は原料綿布独 占輸入卸売
権をめ ぐり利権 と不正が横行 した。
5)スハル ト新体制下に入 り、大規模な繊維衣料産業が発達 したことによ り、従来のバ ティ
ック産業は大 きな打撃を被るが、と くに この5～6年 、拡大する都市中上流層のあいだで、
文化の香 りのする高級 ブラン ド商品、あるいは観光土産品 としてのバティックに対す る需
要が伸びている。
以上 とならんで興味深いのは、伝統バティック布生産の核である蝋置きの女性労働である。
これは外部の者の目にはきわめて洗練 された高度の工芸的技術で ある。 しか しそれは昔か ら一
貫 して、お もに農村女性の副業に依拠するもっとも低賃金の仕事であり、工芸 どころか熟練労
働 ともみな されていない。今 日に至るまで、 こうした技術を もった女性労働の供給 は豊富で考
え られるかぎ り安価であ り、企業家のあいだに人手不足を嘆 く声は聞かれない。当の女性たち
に聞いても、小さい頃か ら見 よう見まねで 自然 に覚えた、いわば誰にも出来る仕事 と認識 され
ている。一方そうした仕事の産物には、ジャワ伝統文化のアウラがつきまとい、企業家 ・デザ
イナーの名がブラン ドとな ってきわめて高価に売買 され る。つま り、 日常生活のなかで 自然に
身に付いて しまう、ことさら語 られることもない実践 の上に、異種のものが接 ぎ木 されるかの
ように、声高に語 られる文化価値がそびえているのである。 このバティックの例か らも、近代
の文化 というものが、 日常の実践から距離を置いたものであ り、商品、資本の増殖、権力の秩
序化作用 とい った背景か ら観念的に生み出され るものであることが窺える。
文化 は政治経済的な 「赤裸 々」な現実 と離れた無垢な ものではな く、文化を語 り文字に定着
す る作業 も無垢なものではない。われわれの大きな 目標は、文化の批判を通 じた近代の批判的
再検討にあろうと考えている。
清水 展
今年度は、 ピナ トゥボ山大噴火(1991年)によって故郷の ピナ トゥボ山を追われ、再定住地で
の新生活を始めているアエタの人 々の被災体験、伝統文化(噴 火前の固有の暮 らし)、 新 しい
環境での生活等についての、語 りのテキス トの整理 ・翻訳の仕事をおもにお こな った。テキス
トは、1993年度に実施 した現地調査によって収集 した ものである。
彼 らは、突然に投げ込まれた災害状況の深刻 さと被災体験の強烈 さか ら、あるいはまた平地
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キ リス ト教民、NGO関 係者、政府職員 との接触を とお して、アエタ(ネ グ リー ト系少数民族)
であることの自己認識を、日常的に強要 される状況に置かれてきた。噴火の被害を もっとも深
刻に被 り、最大の犠牲者を出 し、 さらには長期にわた って苦難の生活を強いられる という共通
の体験が、 「われわれアエタ」意識を再強化 している。その うえ、平地民の側か らの偏見のま
なざ しと、政府職員や政治家による物資の ピンハネ ・横流 しに対する怒 りな どか ら、かれ らは、
アエタであるがゆえに差別され、同時にまたアエタであるゆえに国内外のNGOや 慈善家か ら、
優先的で格別な配慮 と支援を受けていることを自覚 している。
すなわち、噴火 とい う受難の体験をとお し、さらには平地民や政府 ・NGOの 援助活動を と
お して、アエタであることの 自意識や民族意識が強化 されているのである。そうした自覚が個
々人の語 りのなかに見いだされることを確認 した現段階か ら、 さらに一歩進んで、今後は集合
的な民族意識がいかに表現 され、語 られるかを、 「生成のただなかにある新たな民族 自画像の
作成作業」 として捉え、その企てに関す る同時進行形の研究を進めていきたい。そのため、95
年1月 末か ら2ヶ 月ほど再調査を実施 した。
内堀基光
今年度 は、9～10月にサラワクでおこなった現地調査をふ くめ、イバ ン社会の近年の変容過
程の研究を進め、マ レーシア国家のマレー文化政策とイバ ンの集合的 自己意識 との相互作用を
検討 した。現在焦点を当てているのは、イバ ンの神話 ・伝承に現れる英雄形象 を他地域の例 と
比較 して検討することである。生成 しつつある民族文化あるいは地域文化のなかで意識的に前
面に押 し出されて くる、英雄的な形象の特性に焦点を当てることによ り、それぞれの文化 にお
ける個性の 自覚化の様相が鮮明になる。英雄的な形象が どのように選択 さ・れ、外文明に対する
内なる文化世界を担 う実行者 として描き語 られ るかを検討 した。英雄形象は文化の自覚にとっ
てきわめて具体的なイメージを提供するものであ り、宗教か ら文芸 ・音楽 ・美術にいたる文化
のあらゆる側面において、その文化の理想像を提示す る。文化の個性 として称揚されるものが、
純粋に内発的なものではな く、その文化がみずか らを対峙 させる外の文明との反照過程か ら生
み出されるものである以上、個性 の体現者 としての英雄形象 は外文明の もつ英雄形象 との相関
のなかで形成され る。 こうした視 点よりイバ ンおよび周囲の社会の事例を示す資料の分析検討
を進めている。
5.今 後 の課題
以上述べたように、 ジャワ文化 とバティック、 フィリピン少数民族アエタにおける外部か ら
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与え られた像 と生成 しつつある自画像、そ してイバ ンの英雄形象をめ ぐる事例研究をさらに継
続す る。2節 に述べたように、問題は現在見い出される口頭の語 り以上に、そうしたものを規
定 している文書資料の間テキス ト的な歴史的累積に関わ っている。それ らを同定 し読み解いて
い く仕事にはかな りの時間がかかるので、まず中間的成果を発表することになろう。 また、3
つの事例研究を同 じ平面で比較の視座 に乗せ、 さらに 日本内外の関連研究 と照 らし合わせてい
く作業 も必要となる。
ジャワ文化を客体化 して価値づ けるのに非常に大きな役割を果た したマ ンクヌガラ宮廷の7
世王 は、1932年に、オ ランダ人 とジャワ人エ リー トの聴衆を前にオランダ語でお こなった著名
な講演のなかで、 ジャワの 「非常に高い文明」について語 った。その後権力を掌握 した国民国
家のナ ショナ リズムに受け継がれていくこうした視線 は、ル ソン島の少数民族アエタや、サラ
ワクの優勢 な山地民族イバ ンとは、それぞれ位相を異 にしている。 しか しなが ら、む しろ文脈
を異にする諸例を連ねることによって、外部の目と内部の目の交錯による文化像生成過程 の共
通性を浮き彫 りにできるだろう。ただ しそのためには単に事例を並べ るのではな く、議論 の枠
組みを作る理論的作業が さらに必要である。それは近代植民地主義 ・帝国主義の文化的論理の
探求 というごとになろ う。さいわい現在では、 日本で も国外で も 「近代 と植民地主義」 「植民
地主義の文化」、そして 「ポス ト植民地状況」についての研究が勃興 している。それ らを批判
的に摂取す る作業が、われわれの助けとなるだろう。今年度ゲス トス ピーカーを招いてお こな
った研究会 も、われわれの試みが孤立 したものでないことを教えて くれた。
ナ ショナ リズム、国家 ・国民形成についての議論、あるいはエスニ シテ ィーについての議論
は、今か ら少 し前 に盛んだったもので、われわれの試みは、それを文化の側面で後追いす る後
衛的なもの と見 られるか も知れない。今より大きな注 目を浴びているのは、 トランスナシ ョナ
ル、ボーダーレス、国家を越えるもの とい った諸現象である。だがわれわれの意図は、国民国
家建設の成功条件を探 った り、その成功物語を語ろうとす るものではない。文化の語 りはその
始源以来、世界大の相互参照の枠のもとで成 り立 っている。1個 の共 同体内に閉ざされ完結 し
た文化の語 りはあ りえない。文化の語 りの主体 として今のところもっとも特権的な地位を保 っ
ているのは、国民社会であ り、またその下 に包摂された諸地方やエスニ ック集団である。一方
そう した語 りの 自明性を脅か しているのが、 トランスナシ ョナルな文化現象であ り、また越境
的(デ ィァスポラ的)な 文化主張である。後者が前者の対抗的補完物に止まるのか否か、この
重点領域研究の全体のテーマ との関連で言えば、国家原理 とは異なる文化の主体 としての 「地
域」はあ り得るのか。こうした点の検討 も今後の課題 となる。
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